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１．目的 

本研究の目的は，筆者の主業務先である静岡大学情報学部にて構築した学習ポートフォリオシステム

「Joy_Port」の有用性を明らかにし，その基本的な知見をパッケージ化して他大学へ発信することである．

学習ポートフォリオシステム(以下PFシステムと呼ぶ)とは，学習者の学びの履歴を蓄積することで，学習

者が学んだことを説得的に示したり，これまでに学んだことを振り返って次に達成すべき課題を見出した

りするために用いられるシステムを指す[1]．中央教育審議会の答申においても，PFシステムを効果的に用

いて学習の質を向上させる取り組みが奨励されている[2]．しかし，PFシステムは計算機技術の進歩ととも

に生まれた新しい学習環境であるため，PFシステに搭載すべき機能や教育場面での運用方法等は手探りの

状況にある[3]．そこで本研究では，PFシステムの一事例として Joy_Portの機能仕様の効果を明らかにし，

それらの効果を引き起こした学習環境をデザインする原則的な知見の抽出を試みた． 

 

２．背景 

静岡大学情報学部は，2011年 12月に，大学での様々な学びに対してより大学生に目的意識を持たせる上

で，約 1,000名の学生に対してPFシステムを導入することを決定した．その背景には，全国でも有数の就

職率を誇る[4]本学部のキャリア教育をさらに推進する目的がある．大学卒業後の進路として就職先や進学

先を選択させる際に，学生自身がすぐに振り返ることができる学習履歴を蓄積させることは有用である．

また，就職活動では，大学生活で学んだことを学生自身が語ることができるよう準備させる必要もある．

PFシステムはこうした要件に応える可能性を持っている．学生のより良いキャリア形成を実現させるため

の根底には，学生の日々の生活がある．したがって，学生の単位修得状況やゼミでの研究といった学業は

もちろんのこと，アルバイト等の就労体験，ボランティアやサークル活動などの経験についても考慮すべ

き範囲となる．  

 そこで静岡大学情報学部では，上記の各担当者全てがPFシステムの構築および運用に参加するため，「学

習ポートフォリオシステム運用WG」を設立した．筆者はPFシステム構築・運用・評価の担当者として本

WGに招集された．WG設置の目的は，仕様策定・PFシステムの構築および効果的な運用方法を探ること

とされた．しかし，予算の都合でPFシステムの購入や外注は不可能であったため，筆者が Joy_Portを構築

する運びとなった．筆者は，仕様を満たすために，オープンソースソフトウェア「NetCommons」[5]上に

独自のプログラムを追加することで Joy_Portを構築した(図 1)．構築後は，Joy_Portの機能改善点を探る目

的で学生の利用状況についての調査を行った． 

 

３．調査方法・結果 

Joy_Portの中心的機能である，学生の大学生活における様々な達成目標(To do)をリスト化し，進捗状況や

達成度を設定できる機能を中心に利用状況の評価を行った[6]．静岡大学情報学部の 1年生 14名について，

アンケート調査を実施した．さらに事例分析として，14名とは異なる 5名について半構造化インタビュー

を行った．協力者には謝礼を出した． 



図 1: Joy_Port上のTo do作成機能 

 

アンケート調査の結果，学生は次の 2

タイプに分かれることが示唆された．すな

わち，日々の生活の中からTo doとして達

成目標を一人で抽出できると考える者と，

できないと考える者の 2タイプである．ま

た，後者のタイプは，To doを作成するた

めに友人と話し合ったり，先輩が作成した

To doリストを参照したりすることが必要

だと考えていたことも示された． 

半構造化インタビューを 5名個別に行った結果，前者のタイプに 3名，後者に 2名が該当することがわ

かった．前者の 3名は大学選択の時点で高い目的意識を持っており，入学後も学習目標を自ら定めて学習

履歴を蓄積していたことがわかった．一方，後者の 2名は，入学時点では様々なことに意欲を持っていた

が，予定通り計画が進まなくなった時に計画を見直すことができなかったり，大きな課題を達成可能な下

位目標として抽出できなかったりしたことがわかった． 

 

４．考察 

Joy_Portの有効な活用方法として (1) 後者のタイプの学生に対して前者のタイプの学生が作成したTo do

を参照させる，(2) 後者のタイプの学生を前者のタイプの学生や先輩等と話し合わせる，の 2点が示唆され

た．これらを満たす上で Joy_Portが持つ機能は，(i) 学生自身の設定変更でTo doを任意の仲間へ公開でき

る，(ii) To doが追加登録された際に仲間に通知メールが届く，(iii) 学生が任意の仲間と議論を行うための

掲示板を自由に設置できる，である．以上より，学生個人の学びの履歴を蓄積する上で，その履歴を他者

と共有し議論する機会を設ける必要性が見出されたと言える． 

 

５．まとめ 

他大学へ提供する知見(1), (2)および(i)(ii)(iii)を抽出することができた．科研費は，学会・研究会への出張，

PFシステム開発のための計算機環境整備，実験データ収録機材の確保，実験協力者への謝礼等において有

効に活用させて頂いた．記して感謝する． 
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